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1. はじめに 

近年，青色光による網膜障害が問題になって

いる．網膜障害を軽減するには，細胞への短波

長可視光照射によるダメージの発生機構の解

明が求められている．我々は，ライブセルイメ

ージング技術に光制御技術を組み合わせて，短

波長可視光が生細胞に与える光毒性について

研究を進めている．今回は，照射部位を変えて

青色レーザー光を照射し，生細胞に与える光毒

性の比較を行った．  

2. 実験系 

 蛍光顕微鏡に半導体レーザーを組み込んだ

光学系を図 1に示す．本研究で用いている悪性

黒色腫由来細胞は，細胞核を mPlum（励起/蛍

光波長：560 nm/650 nm）により，PCNA（増殖

細胞核抗原）を EGFP（励起/蛍光波長：484 

nm/520 nm）により標識化されている．照射後

24時間にわたり，細胞核にある mPlumからの

蛍光を観察することにより，レーザー光照射が

細胞の動態に与える影響を調べた． 

3. 実験結果 

 波長 450 nm，照射強度 50，100，400，800 

W/cm2のレーザー光を細胞核中心，細胞質に照

射し，細胞に与える光毒性について調べた．細

胞核，細胞質それぞれに対して，照射強度ごと

に細胞生存率 50 %になる照射エネルギーを見

積もった結果を図 2に示す．当初は，細胞質中

のミトコンドリアに青色光を照射することに

より，活性酸素が増大し，細胞核照射に比べて

細胞死が顕著に生じると見込んでいた．しかし，

図 2 より細胞生存率 50 %になる照射エネルギ

ーは，低い照射強度（50, 100 W/cm2）では約 100 

kJ/cm2となり，照射部位（細胞核，細胞質）に

よる差異はあまり見られず，高い照射強度（400，

800 W/cm2）ではむしろ細胞核照射による光毒

性が高くなった． 

Fig. 1. Configuration of fluorescent microscope 
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Fig. 2. Influence of irradiation intensity and 
irradiated portion on the irradiation energy 

resulting in a cell survival rate of 50 % 
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